




（16）＞Al2O3-1≫H-MOR（226）であり、EDCの吸着量

の序列とPt担持触媒とした際のEDC分解活性の序列

が一致した。EDCの吸着には、ゼオライトのカチオ

ンサイト（イオン交換サイト）が有用であり、カチ

オン種としてはH＋よりもNa＋が好ましいと考えられ

る6）。

以上の結果から、EDCの触媒分解には“EDCの吸

着サイト（ゼオライトのAlサイト）”と“EDCの分解

サイト（Pt）”の両方が備わった触媒が高活性である

といえる。

［2］EDCの燃焼触媒の寿命試験

Pt/Na-MOR（16）、Pt/Al



に対し、ゼオライト複合触媒は1000時間以上にわたり

高い活性を保持している。

以上の結果より、ゼオライト（EDC吸着機能）と
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